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【緒言】 
近年の自動車排ガス触媒は多様化しており、酸素の

貯蔵機能や NOｘの吸蔵機能をもつ触媒をモノリス基

材へコートするなど複雑な構造となっている。自動車

排ガス処理は非定常状態で行われるため、触媒コート

層内部におけるガスの拡散挙動が触媒の反応性能に大

きな影響を与える可能性がある。本研究では自動車排

ガス触媒の反応性能を制御する際に、その性能の因子

となる触媒コート層内部におけるガスの拡散挙動を評

価するシステムを構築することを目的としており、ガ

スの拡散挙動について吸着による影響を考慮するため

の検討を開始した。 
【実験方法】 
モノリス基材に触媒担体をコートし、縦 3mm、横

3mm、長さ 5cmに切りとったものを標準試料として

使用した。スイープガス(Ar)を流通させ、目的成分ガ

ス（CO2 or C3H8）をパルスで注入した。試料通過後

の目的成分ガスの波形を試料出口に接続されたTCD
で分析した。実験は室温にて行った。 
【吸着－物質移動モデル】 
触媒のコート層に対する吸着の影響が無視できる

C3H8と吸着するCO2の試料通過後の波形を比較し吸

着の影響を調べた。尾関ら1)の測定からCO2とC3H8は

触媒のコート層に対して有効拡散係数の値が近いこと

がわかった。モデルについて以下のように仮定した。 
(a) CO2とC3H8の細孔内拡散と気相での拡散の影響

は吸着の影響に比べ微小であるので無視できる 
(b)C3H8は吸着の影響が無視できる 
(c)コート層厚みを0と仮定することで、細孔内拡散

を無視しコート層内部の吸着もコート層表面での吸着

で近似する 
 (a)~(c)の仮定をもとに式(1)～式(6)で試料を通過す

る際の吸着による濃度変化を表した。試料通過後の

CO2の測定波形に対して吸着パラメータをフィッティ

ングした。 

　　試料入口波形
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(t:経過時間[s],x:空間位置[m], 
C: 気相における目的成分ガスの濃度[mol/m3], 
L: x軸方向におけるモノリス基材の全長[m], 
w:担体上に吸着している目的成分ガスの濃度[mol/m2], 
l:モノリスの開口部の辺の長さ[m],ka:吸脱着速度定数

[s-1],ka1:吸着速度定数[s-1],ka2:脱離速度定数[s-1], Ka:吸
着平衡定数[-],v:線速度[m/s]) 
【結果および考察】 
 標準試料を使用したCO2の測定結果に対して吸着パ

ラメータのフィッティングを行った。これをもとに試

料の長さを倍にした時のCO2の挙動を計算し測定結果

と比較した。この結果をFig.1 に示す。長さを倍にし

た場合の測定結果と計算結果はほぼ一致しているので、

(a)~(c)の仮定により吸着が影響する場合の拡散現象を

モデル化することができた。 
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Fig.1 試料を使用したCO2の測定結果及び計算結果 
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